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　はじめに
　アジア・アフリカ世界は，19 世紀の末に，西洋の衝撃を受けた。日本も例
外ではない。ほとんどの国は，西洋諸列強の植民地になった。その中で明治日
本だけが植民地化を免れ独立を保つことができただけでなく，スムーズな近代
化を成し遂げ，国民国家の形成を行うことができた。明治維新の大変革によっ
て，士農工商という身分制度と幕藩体制による伝統社会が一瞬のうちにして四
民平等の近代社会に変貌するのである。それどころか欧米諸国の文物や政治制
度や法制度を大胆に取り入れて，短期間のうちに諸列強に伍することができる
国にまで急成長した。日本の近代化は，まさに「アジアの奇跡」である。それ
が，私を日本研究に向かわせた理由だった。
　日本と他のアジア・アフリカ諸国との違いは，日本だけがまさに氷の上を滑
るように実に「スムーズな」近代化を成し遂げているところにある。つまり，
すでに西洋社会は，自由と平等を前提にする近代市民社会を構築し，それを前
提にして産業化を推し進めていた。市民の自由と平等こそが，近代化を象徴す
るものである。これに対して幕藩体制下の日本は，士農工商という身分制をと
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る社会である。このような身分制的な社会構造と伝統は根強く，なかなか自由
で平等な社会を形成することはできない。だからこそ，近代文明を取り入れて
の産業化ができないままに植民地化の波に飲み込まれたのである。
　アジア・アフリカ諸国との違いは何かについて，近代化というキーワードで
日本の歴史を再考察してみると，日本では幕藩体制の町人文化の中にまさに近
代が準備されていたのではないかということに気づいた。その町人文化を準備
したものは何かと探求を推し進めていくと，楽市楽座で有名な織田信長に到達
した。日本の社会史の転換点は，つまり，古代中世的なものから近世社会への
転換点は，織豊政権にあるのではないかというのが，私の見立てである。織田
信長の登場は，単なる英雄の登場ではなく，日本社会にとっては画期をなして
いるのではないかというのが，私の博士論文での仮説であった。信長の登場は，
単に戦国時代の覇者であるというだけでなく，それまでの日本社会の歴史を断
ち切っているのである。つまり，信長が天下取りの途中で行っている政策は，
古代中世の遺制を潰し，近代を準備するものを作り出しているということであ
る。信長の政策，特に都市政策こそが画期的なのである。
　幕末，浦賀沖に現れたペリーに率いられたアメリカの軍艦によって，他のア
ジア諸国と同様に日本も再び世界史の過程に組み込まれた。その中で日本だけ
が例外的に諸列強に蹂躙されることなく独立を保ち，西洋文明をスムーズに受
け入れ急激な「近代化」を成し遂げることができた。それを可能にしたのは，
西洋近代を受け入れる受け皿が，すでに日本社会には準備されていたからこそ
ではないかというのが，本報告の問題意識である。
　信長による関所撤廃と道路整備
　信長（1534-1582）は，天文 24 年（1555 年）に尾張を平定し，そして，永
禄 10 年（1567 年）に美濃を平定し，戦国大名としての地位を万全にしてから
経済政策を実行した。その始まりは，永禄 11 年（1568 年），足利義昭と共に
上洛した年に行われた尾張・美濃における関所撤廃と道路整備である。関所の
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撤廃は上洛直後に行われたが，それは信長の天下布武の構築と関係しているか
らであろう。信長は商業の担い手である商人を取り込みながら秩序形成を行
なった。
　信長の最も有名な経済政策は「楽市楽座」である。「座」という自由な商業
を妨げる独占組合のようなものを壊した。「楽市楽座」をスムーズに行うため
に，関所の撤廃や道路インフラの整備も実施した。関所の撤廃は自由経済と非
常に密接な関係を持っている。関所と聞くと，どうしても江戸時代に国と国の
国境にたくさん設けられていた関所のことをイメージしてしまう。戦国時代の
関所は，江戸時代のものとは違い「私設」のものであり，「私有地の門」だっ
た。国を護るための監視や防御のためのものというよりは，通行人から通行税
をとるための手段であった。現代風に言えば通行税を徴収するための税関であ
る。関所の撤廃によって関所を通るたびに通行税をとられ，それにずっと苦し
んでいた人々は喜んだ。人びとの往来と商品の流通が活発になった。
　関所撤廃の次に信長は道路の整備を行った。戦国時代の為政者は自らの領国
を守るために防備に力を尽くす。その結果，山道や切りとおしを利用し，曲が
りくねった細い道を備えとして敷いていた。これに対して信長は経済活動を活
発にすることを第一に考えた。だからこそ，道路の整備をしたのである。それ
まで当たり前だった，狭くて細い道路の幅を広くし，曲がりくねった道を直線
にするなどの事業を行なった。道を広げて平らにし，そしてまっすぐな道にす
ることは，人々の交流や交易を促すために非常に効果的であった。道路の両側
に松や柳を植え，川に橋をかけた。橋は，防御のためにはないほうがいいのだ
から，信長が防御よりも人びとの往来や商品流通に心を砕いているのが分かる。
　信長と寺社勢力
　戦国武将の中で信長ほど宗教勢力と本格的に戦った大名はいない。信長の寺
社勢力との戦いは，その破壊力の大きさゆえに，宗教との戦いだと思われがち
である。それゆえ「信長は宗教が嫌い」だったのではないかと思われたりする。
07-03【報告Ⅱ】エリカ先生.indd   147 2017/03/04   16:02:36
─ 148 ─
日本近代はいかに準備されたのか（シンポジウム）
しかし，これは皮相な見方である。そのことは，寺社勢力が，中世社会におい
て占めていた位置を考えれば，一目瞭然である。中世社会において，寺社は大
きな勢力と権威を持っており，宗教の世界だけでなく，政治や経済，文化や軍
事などの領域にまでその勢力が及ぼしていた。信長の天下布武の戦いは，単に
権力を掌握するというだけにとどまらず，中世社会を根底から破壊し，近代社
会を準備することでもあった。中世社会に根を張っていた宗教勢力の根を断ち
切り，ある意味純粋な宗教勢力にまで寺社勢力を押し戻し，宗教を政治から切
り離し，政治の下におこうとした信長の企ては，彼の「近代性」を示す指標に
もなるだろう。
　信長と秀吉による城下町とまちづくり
　信長は京都に攻め上がるために斎藤道三の居城があった岐阜を陥れるが，単
に城砦としての城として岐阜を手に入れただけでなく岐阜の城下町も作ってい
る。城下町を作り，そこで楽市楽座を実施したことは，信長が商工業を富の源
泉として組み込んだことを意味する。
　信長によって切り拓かれた道は，秀吉に継承された。秀吉による都市政策を
支えたのは，太閤検地や刀狩という政策であった。秀吉は検地を全国規模で徹
底的に実施することによって，信長がやりはじめた中世社会を象徴する荘園制
度の解体を最後まで推し進めた。この検地によって，石高制が確立し，封建領
主の土地所有と農民の土地所有が全国的に確定された。秀吉の刀狩政策は，武
士以外の身分の武器所持を原則として禁止するものであった。それは，人びと
が武器を携帯していた中世からの習慣を廃絶したことを意味する。武士だけが
帯刀を許されたのだが，江戸時代も半ば頃になると，武士の刀でさえもお飾り
になっていることから明らかなように，軍事的な中世から非軍事化された近代
社会への転換を促したとも言えるのである。刀狩りは，社会の非武装化であり，
それは，そのまま近代社会につながるものである。
　日本社会は，古代以来，国家財政もその繁栄も農業だけに求めてきていた。
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班田収授法による口分田に始まり，それが廃れて荘園になっても，依然として
国家の財源は，農民からの租税に頼っていたのである。商工業地としての都市
を作るという発想は薄かった。農村に依存することで社会を作っていたのであ
る。伝統社会ではどこでもそうである。伝統社会からのテイクオフ（離陸）と
いうのは，つまり，社会の近代化というのは，農業から商工業を社会の中心に
据えるようになって初めて可能になる。
　室町時代になると，商品経済の発展によって，城下町，港町，宿駅町，門前
町，寺内町など多く都市ができた。農村から都市が分離してくるのである。し
かし，農村と都市の分離を明確に位置づけたのが秀吉である。秀吉が造った長
浜や大坂，そして京都の聚楽第などを見ても，その都市計画はしっかりしたも
のである。都市は，政治や経済の中心として組織された。当時の京都も秀吉に
よって完全に城下町として再編された。京都は古代の天皇と公家の町ではなく
なって，城下町になった。秀吉は築城した聚楽第を中心に京都の町を編成しな
おしているのである。
　結び
　近世以前の日本の都市は，アジア各地の都市と同じように消費都市であった。
これに対して信長と秀吉は，都市をそれ自体が富を生み出す生産都市として
創った。国富の源泉はそれまでは農業だけだと考えられていたのに，商工業も
国富の源泉だと考えた。農村で生み出された富を消費する都市ではなく，富そ
のものを生み出す都市を意識的に創り出したのである。楽市楽座を導入し，町
の掟を作り，鍛冶屋町，商人町などを作っていた。都市は，支配者の居住地と
いうだけでなくなった。単なる消費の場ではなくなった。商人の地区，職人の
地区のようなところを作ることによって，町そのものが富を生み出し豊かにな
るようになった。信長はまちづくりの一環として交易が盛んになるのを妨げる
関所を撤廃し関銭を廃止したり，往来が盛んになるように道幅を広げたり橋を
架けたりなどの公共事業も行っている。
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　秀吉の「刀狩り」による兵農分離政策も，徳川政権でも継承され，それどこ
ろか徳川幕府が厳格に実施した身分制度によって武士階級しか武装が許されて
いなかったので，国民の非武装化も進んでいるのである。
　家康によって開かれた江戸時代には，武士が支配階級ではあるが，元禄や化
政の文化に象徴されるように，文化の担い手は武家というよりはむしろ町人に
移っている。現代の着物の原型である小袖はその象徴である。小袖の流行の発
信源が武家の女性から町人女性に移っているのである。町人文化の興隆と小袖
の流行の発信源の武家から町人への移行，そして，小袖を着る階層の拡大が指
し示しているのは，信長と秀吉によって敷かれた近代化の軌道を，日本社会が
静かにしかし着実に走っていたということである。
　日本の社会，特に経済的な意味での社会の近代は，織豊政権の政策によって
準備されたと言っても過言ではないだろう。つまり，信長と秀吉は城下町を作
り，そこに楽市楽座を導入することで，商工業の繁栄を政治的にもたらした。
農民だけでなく町民の役割を高く評価し，それを社会の担い手として重視した
のである。信長と秀吉の「近代性」は，まさにここにあり，この織豊政権によっ
て敷かれた軌道を江戸の町人文化が走ることで日本の近代は準備されたのでは
ないだろうか。
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